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を
保
有
し
て
い
る
テ
ー
ト
美
術
館
な
ど
に
つ
い
て
調
査
さ
れ
、
関
連
の

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
切
手
な
ど
も
紹
介
さ
れ
た
。
。
｛
弓
馬
ロ
○
９
日
〕
〕

と
称
す
る
絵
は
三
点
あ
り
、
二
点
は
フ
ァ
イ
ル
ズ
に
よ
る
も
の
で
、
一

点
は
コ
ピ
ー
で
あ
る
。
フ
ァ
イ
ル
ズ
の
一
点
と
コ
ピ
ー
は
米
国
に
、
一

点
は
テ
ー
ト
美
術
館
に
あ
る
。
フ
ァ
イ
ル
ズ
の
二
点
は
左
右
逆
の
倒
像

に
な
っ
て
い
る
。
米
国
の
切
手
は
コ
ピ
ー
に
よ
る
も
の
を
採
り
、
一
九

七
○
年
ド
ミ
ニ
カ
で
発
行
さ
れ
た
「
英
国
赤
十
字
社
創
立
百
年
記
念
」

の
↓
《
弓
馬
ロ
９
８
円
善
》
の
切
手
は
テ
ー
ト
美
術
館
所
蔵
の
フ
ァ
イ
ル
ズ
が

描
い
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
切
手
に
な
っ
た
絵
は
と
も
に
医
師
が
左

側
に
い
る
が
、
最
初
に
フ
ァ
イ
ル
ズ
が
描
い
た
（
制
作
年
代
は
不
明
）
の

は
医
師
が
右
側
に
い
る
。
こ
れ
ら
三
点
の
絵
画
と
切
手
は
カ
ラ
ー
で
表

示
さ
れ
て
い
る
が
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い
を
表
徴
す
る
も
の
と
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。
絵
葉
書
に
も
な
り
わ
が
国
で
も
か
な
り
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
一
一
弓
房
ロ
Ｏ
ｇ
日
菖
だ
が
、
こ
れ
に
は
古
川
先
生
の
果
さ

れ
た
役
割
が
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

他
方
医
学
切
手
の
紹
介
は
百
六
項
目
に
及
ぶ
が
、
そ
の
分
類
と
項
目

数
は
以
下
で
あ
る
。
人
物
切
手
（
五
○
）
、
国
連
関
連
事
項
と
医
学

（
八
）
、
医
療
機
関
・
会
議
と
公
衆
衛
生
（
二
一
）
、
疾
病
の
診
断
・
治

療
・
予
防
（
二
七
）
。
こ
の
う
ち
日
本
に
関
連
の
あ
る
切
手
は
十
点
あ
ま

り
で
、
そ
の
一
部
は
外
国
で
発
行
（
野
口
英
世
、
向
井
千
秋
な
ど
）
さ
れ
て

い
て
、
わ
が
国
発
行
の
切
手
と
し
て
は
「
国
連
お
よ
び
ユ
ネ
ス
コ
五
十

周
年
」
「
京
都
大
学
創
立
百
年
」
「
日
本
の
近
代
解
剖
教
育
」
「
高
齢
者
向

け
郵
便
切
手
」
「
日
本
茶
の
歴
史
」
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

先
生
に
は
医
学
切
手
に
関
す
る
著
が
今
回
の
も
の
を
合
せ
四
冊
あ
る

「
黄
帝
内
経
明
堂
」

か
っ
て
小
曽
戸
丈
夫
氏
が
弓
黄
帝
内
経
明
堂
」
仁
和
寺
本
復
元
試
案

例
」
と
題
し
、
『
矢
数
道
明
先
生
喜
寿
記
念
文
集
」
二
九
八
三
年
、
温
知

会
）
に
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
。
頁
数
の
関
係
か
ら
、
一
部
の
経
脈
の
ツ

ボ
に
つ
い
て
の
み
公
表
さ
れ
た
。
全
経
脈
に
つ
い
て
、
い
つ
公
表
さ
れ

る
か
、
心
待
ち
し
て
い
た
が
、
諸
般
の
事
情
が
あ
っ
て
か
、
公
表
さ
れ

な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
た
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
書
物
は
、
小
曽
戸
洋
氏
を
は
じ
め
と
す
る
北
里
研

究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
な
ら
び
に
内
経
医
学
会
の

諸
氏
が
、
小
曽
戸
丈
夫
氏
の
作
成
し
た
復
元
本
を
ベ
ー
ス
に
、
再
校
訂

を
し
、
句
点
を
施
し
、
病
症
を
整
理
し
、
さ
ら
に
詳
細
な
索
引
を
附
し

て
、
一
九
九
九
年
三
月
に
出
版
す
る
運
び
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
誠

に
よ
ろ
こ
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。
小
曽
戸
洋
氏
は
本
書
の
出
版
に
よ
っ

と
前
記
し
た
が
、
そ
の
一
冊
は
英
文
で
あ
る
。
ま
さ
に
先
生
は
国
際
的

で
あ
り
、
広
い
視
野
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
。
さ
ら
な
る
ご
長
寿
と
ご
活

躍
を
祈
り
た
い
。

（
瞳
門
谷
洋
治
）

〔
日
本
ア
ク
セ
ル
・
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
出
版
株
式
会
社
二
工
○
二
’
○
○

八
四
東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
二
’
一
二
番
町
Ｔ
Ｓ
ビ
ル
、
電
話
○
三

’
三
二
三
九
’
七
二
一
○
、
一
九
九
九
年
七
月
三
○
日
、
Ｂ
５
判
二
六
三

頁
、
本
体
四
、
七
○
○
円
〕

日
本
内
経
医
学
会
編
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て
第
十
三
回
間
中
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

「
明
堂
経
」
は
経
穴
学
に
お
け
る
最
も
基
本
的
な
書
物
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
原
本
が
今
日
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
『
明
堂

経
』
を
復
元
す
る
作
業
が
こ
れ
ま
で
も
数
多
く
試
み
ら
れ
て
き
た
。
こ

の
作
業
で
大
き
な
問
題
と
な
る
点
は
、
原
本
に
近
い
本
が
何
種
類
も
存

在
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
た
め
、
整
理
す
る
視
点
の
違
い
に
よ
っ

て
、
類
型
の
異
な
る
い
く
つ
も
の
『
明
堂
』
を
復
元
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
し
ま
う
点
に
あ
る
。

唐
の
楊
上
善
が
注
を
加
え
た
「
黄
帝
内
経
明
堂
」
十
三
巻
の
う
ち
、

第
一
巻
の
み
が
京
都
の
仁
和
寺
と
前
田
育
徳
会
尊
経
閻
文
庫
に
残
さ
れ

て
い
る
が
、
本
書
は
こ
れ
ら
を
元
に
、
全
十
三
巻
の
本
文
の
復
元
を
試

み
た
も
の
で
あ
る
。

八
年
ほ
ど
前
に
桑
原
陽
二
氏
が
『
経
穴
学
の
古
代
体
系
」
（
績
文
堂
）

の
中
で
「
黄
帝
明
堂
経
」
の
復
元
を
試
み
て
お
り
、
内
容
的
に
は
本
書

に
近
似
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
桑
原
氏
の
も
の
は
原
『
明
堂
経
（
三
巻
）
』

の
復
元
の
試
み
で
あ
り
、
本
書
と
は
目
的
を
異
に
し
て
い
る
。

復
元
は
織
密
さ
を
要
す
る
作
業
で
あ
る
。
『
甲
乙
経
」
、
『
外
台
秘
要

方
』
、
「
医
心
方
」
な
ど
を
参
考
資
料
と
し
て
、
「
明
堂
」
の
復
元
を
試
み

た
と
し
よ
う
。
資
料
に
よ
っ
て
記
述
が
異
な
る
場
合
、
ど
れ
を
採
っ
た

ら
よ
い
か
が
、
ま
ず
問
題
に
な
る
。
こ
れ
を
決
定
す
る
に
は
、
多
く
の

資
料
を
検
討
し
て
頭
を
抱
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
う
ち
、
だ
ん

だ
ん
と
嫌
気
が
さ
し
、
資
料
を
山
積
し
た
ま
ま
、
仕
事
は
頓
挫
す
る
。

こ
の
よ
う
な
経
験
が
あ
る
の
は
私
ば
か
り
で
は
な
か
ろ
う
。
復
元
作
業

は
労
多
く
し
て
、
功
少
な
い
仕
事
で
あ
る
。

本
書
は
小
曽
戸
洋
氏
な
ら
び
に
内
経
医
学
会
の
精
鋭
が
頭
脳
を
結
集

し
て
こ
の
困
難
な
仕
事
に
立
ち
向
か
わ
れ
て
、
大
き
な
成
果
を
収
め
ら

れ
た
。
諸
先
生
方
の
ご
苦
労
は
如
何
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
と
推
察
さ
れ

る
。
と
こ
ろ
が
、
本
書
を
開
け
て
み
る
と
、
そ
の
苦
労
を
全
く
感
じ
さ

せ
な
い
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
復
元
文
の
結
論
の
み
を
示

し
、
諸
資
料
は
別
に
す
る
方
法
を
採
っ
て
い
る
（
小
林
健
二
主
篇
『
明
堂

総
覧
宕
口
‐
罰
○
言
）
。
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
宮
川
浩
也
氏
は
解
説
文
に
「
本

書
の
副
題
（
「
針
灸
医
学
原
典
の
臨
床
応
用
」
）
に
も
示
し
た
よ
う
に
、
臨
床

の
面
か
ら
「
明
経
」
を
再
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
」
旨
、
記
し
て
い
る
。

テ
キ
ス
ト
と
し
て
本
書
を
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
意
図
も
あ
っ

て
、
本
書
は
ス
ッ
キ
リ
し
た
体
裁
を
採
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
経
穴
の
索

引
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
個
々
の
主
治
症
の
索
引
も
附
し
て
、
臨
床
で

検
証
す
る
の
に
便
宜
を
は
か
っ
て
い
る
。
単
に
文
献
学
的
な
研
究
だ
け

で
な
く
、
血
の
通
っ
た
平
成
の
「
明
堂
」
を
完
成
さ
せ
た
い
と
の
諸
氏

の
熱
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

（
遠
藤
次
郎
）

〔
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
二
Ｔ
一
○
八
’
○

○
七
二
東
京
都
港
区
白
金
五
’
九
’
一
、
電
話
○
三
’
三
四
四
四
’
六
一

六
一
、
四
六
判
、
二
七
七
頁
、
非
売
品
〕

坂
出
祥
伸
著

『
中
国
思
想
研
究
医
薬
養
生
・
科
学
思
想
篇
」

「
養
生
（
よ
う
せ
い
）
が
「
病
後
の
養
生
（
よ
う
じ
よ
う
）
」
か
ら
離
れ
て


